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別紙１

2007年１月1日から2018年12月31日までの期間に、松江赤十字病院におい
て、原発性肺癌に対して根治切除（肺全摘，肺葉切除，肺区域切除，肺部分切除
など，及びリンパ節郭清）を受けた患者さんのカルテ、手術記録などから、肺癌
の患者さんを新TNM分類で再定義し、術後補助化学療法の有用性（抗癌剤によっ
て再発が抑制されているか）を術後補助化学療法実施群と未実施群で比較し調査
します。また、それ以外にも、「治療実態調査」「術後の再発や転移の状況」
「術後の転帰」「再発予測因子」「予後因子」についても調査を予定していま
す。すべての情報は、鳥取大学医学部附属病院胸部外科で集計されます。情報
は、研究責任者が責任を持って保管、管理します。
すべての情報は、鳥取大学医学部附属病院／研究代表施設に電子的に送付され、
集計されます。

松江赤十字病院

＜診療科＞呼吸器外科

原発性肺癌に対して根治切除（肺全摘，肺葉切除，肺区域切除，肺部分切除な
ど，及びリンパ節郭清）を受けた患者さんのカルテ、手術記録など（以下、「カ
ルテ等」といいます）から、肺癌の患者さんを新TNM分類で再定義し、術後補助
化学療法の有用性（抗癌剤によって再発が抑制されているか）を術後補助化学療
法実施群と未実施群で比較し調査します。

2007年１月1日から2018年12月31日までの期間に、原発性肺癌に対して根治
切除（肺全摘，肺葉切除，肺区域切除，肺部分切除など，及びリンパ節郭清）を
受けた患者さん。
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原発性肺癌の新TNM分類における術後補助化学療法の有用性に関する研究


